
 

 

 

 

オリンピック・パラリンピック推進担当 

 

新宿区長、港区長及び渋谷区長３者連名による組織委員会への要望書の提出について 

 

東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会（以下「東京２０２０大会」とい

います。）の雰囲気が残る国立競技場を地元区民が体感できる機会を創出するため、公益財

団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会（以下「組織委員会」とい

います。）に対して、令和２年２月１９日（水）に、新宿区長、港区長及び渋谷区長の３者

連名による要望書を提出しました。 

 

 

１ 概要 

新宿区長、港区長及び渋谷区長の３者連名による要望書（別紙のとおり）を組織委員

会会長宛て提出しました。 

東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の雰囲気が残る国立競技場を

地元区民が体感できる機会の創出に関する要望書 

 

２ 要望書の提出に至った理由及び目的 

（１）本年６月から９月までの長期間に渡り、国立競技場周辺にはセキュリティフェンス

が設置され、通行の一部も制限されるなど、日常生活への影響も懸念されます。 

（２）３区の区民は、地元に国立競技場がありながら、施設竣工後の競技観戦の機会など、

国立競技場内に立ち入る機会がありません。 

（３）国立競技場は、東京２０２０大会に向けて特別の装飾を施しますが、大会終了後、

即時撤去が予定されており、地元区民が大会の雰囲気を感じる機会がありません。 

 

３ 期待される効果 

（１）国立競技場周辺に住み、暮らす区民にとって、大会が自らと関わりのない別世界の

出来事であったと感じるのではなく、現実に地元で開催された大会であったと実感で

きる機会を創出できます。 

（２）大会後に区民が、大会仕様で装飾された国立競技場を自分の目で見たり、選手が躍

動したフィールドに立ってみたりすることで、大会を我が事として振り返り、国立競

技場が地元にあることを誇りに思い、そのことを次世代に語り継いでいくことにつな

がります。 

 

４ 具体的に想定される事業内容 

多くの区民の参加機会を創出するため、大会終了後に国立競技場の見学会や区民参加

型イベント等を実施いただけるよう組織委員会との調整を進めます。 
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